
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
よ
り
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
お
力
添
え
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

三
原
市
も
合
併
し
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
三
原
市
長
期
総
合
計
画
を
基
に
、

全
市
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
新
生
三
原
市
の
基
礎
づ
く
り
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
、
子
ど
も
の

安
全
、
子
育
て
支
援
、
防
犯
・
防
災
、
事
業
の
継
続
性
な
ど
に
意
を
注
い
で
参
り
ま
し
た
。

本
年
も
引
き
続
き
、
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
柔
軟
な
発
想
、
創
意
工
夫
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

本
年
10
月
に
は
、
市
民
待
望
の
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
館
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
に

ご
活
用
い
た
だ
く
中
で
、
地
域
文
化
の
振
興
が
大
い
に
図
ら
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

備
北
地
域
と
広
島
空
港
を
結
ぶ
広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
、
市
の
南
北
軸
の
幹
線
で
あ

る
三
原
東
城
線
・
恵
下
谷
バ
イ
パ
ス
の
着
実
な
推
進
や
、
三
原
バ
イ
パ
ス
時
広
ラ
ン
プ
ま
で

の
利
用
開
始
、
糸
崎
港
線
の
国
道
２
号
と
の
接
続
な
ど
に
よ
り
、
交
通
・
観
光
基
盤
の
整
備

を
図
り
ま
す
。
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
や
、
本
郷
駅
前
整
備
事
業
・
東
本
通
土
地
区
画
整
理

事
業
、
下
水
道
利
用
区
域
の
拡
大
な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備
も
よ
り
推
進
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
知
恵
と
工
夫
と
市
民
参
加
を
合
言
葉
に
、
個
性

豊
か
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
ま
い
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

三原市長　

五　藤　康　之

新年のごあいさつ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
19
年
の
初
春
を
迎
え
皆
様
に
心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
国
の
景
気
は
高
度
経
済
成
長
期
に
も
匹
敵
す
る
長
さ
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
景
気

が
堅
調
で
あ
る
こ
と
は
前
途
に
明
る
い
光
が
見
え
大
変
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
き
、
財
政
の
健
全
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
本

市
の
「
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
、
一
歩
一
歩
着
実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
合
併
し
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
旧
三
町
の
皆
様
に
も
「
わ
が
ま
ち
三
原
」
と
い

っ
た
親
し
み
の
気
持
ち
が
根
付
い
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
心
理
的
一
体

感
の
醸
成
を
進
め
る
た
め
に
は
、「
人
・
物
・
情
報
」
の
円
滑
な
交
流
を
促
す
交
通
の
利
便
や
、

光
ケ
ー
ブ
ル
網
の
整
備
に
よ
り
周
辺
地
域
と
の
情
報
伝
達
較
差
の
解
消
な
ど
と
、
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
を
い
か
し
た
地
域
文
化
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
市
街
地
の
交
通
渋
滞
解
消
が
期
待
さ
れ
る
三
原
バ
イ
パ
ス
時
広
ラ
ン
プ（
糸
崎
町
）

ま
で
の
利
用
開
始
、
糸
崎
の
港
回
り
線
の
開
通
な
ど
や
、
木
原
道
路
、
三
原
東
城
線
・
恵
下

谷
バ
イ
パ
ス
、
広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
な
ど
の
事
業
が
着
実
に
進
ち
ょ
く
し
て
お
り
、
10

月
に
は
待
望
の
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
三
原
市
議
会
は
皆
様
と
一
緒
に
、
本
市
の
特
性
で
あ
る
交
通
の
拠
点
性
、
豊

か
な
自
然
環
境
、
多
様
な
歴
史
文
化
資
源
な
ど
を
い
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三原市議会議長

守　岡　辰　巳
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